
令和７年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標

木頭小学校 校長 学力向上推進員

「学力向上実行プラン」

【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

○与えられた課題に対しては、素直に
一生懸命取り組むことができる。

●自分で課題を見付け、課題解決に向
けて取り組むことが苦手である。

・自らの学習を調整しながら、主体的に
取り組むことができる。

・各教科等の特質に応じた「見方・考え
方」を働かせながら「深い学び」
となる習得・活用・探求ができる。

・スモールステップで達成感を味わわ
せ、自ら進んで行おうとする態度を育
てる。（低学年）
・一週間分の家庭学習を提示し、自分
で計画を立て、実践、評価・改善に取り
組む資質・能力を育てる。（中学年）
・自主学習の方法について提示し、興
味のある分野を追究したり探求したり
する楽しさを味わわせる。（高学年）

・（低学年）できることを増やしていける
ように､スモールステップで支援したこと
により､意欲的に学習に取り組む姿が
見られるようになった。
・（中学年）家庭学習計画を予定を書き
加えたり、進んで振り返りを記入したり
して自らの学習を調整する態度が育っ
た。
・（高学年）日々の学びの振り返りだけ
をするのではなく、「声優さんについて」
や「点字の仕組み」、「野球の投球法に
ついて」など、興味のある分野を追究し
たり探求したりする楽しさに気付きつつ
ある。

・（低学年）ノート指導として､机の上の
物の置き方やノートの書き方を日々の
授業で続けたところ､児童自らが学習し
やすい環境を作ることができるように
なった。
・（中学年）学習の流れをホワイトボード
に記載し、時間や流れを意識した主体
的な学習が展開できた。学習リーダー
の役割を担うことで、学習意欲の高まり
が見られた。
・（高学年）１時間の授業の流れを提示
することにより、難しい問題にも落ち着
いて粘り強く取り組むことができるよう
になった。

 ・小学校への入門期から、学習に必要
な物をそろえたり、机上の使い方など
自らの学習環境を整える習慣を身につ
けさせる。
・複式、単式にかかわらず、一単位時
間の流れ（課題・めあて、自力解決、話
し合い、ふりかえり等）を明確にし、系
統的に取り組む。
・漢字と計算を確実に習得できるよう、
朝の活動の時間にドリル学習を一斉に
行う。
・学校図書館の充実と語彙力を育む質
の高い読書活動に取り組む。

・授業の最後にふりかえりを行い、各教
科の見方・考え方のよさを実感したり、
次の学習への見通しをもったりして、学
習したことの進化・発展を図る。
・家庭学習の習慣（時間、学習環境の
改善、自主学習ノート）に家庭と連携し
取り組む。
・発達段階に応じて、学習計画を立て、
取組状況を自己評価できる力を育て、
中学校につなげる。
・小中一貫校のよさをいかし、9年間で
「何を学ぶか」、　「どのように学ぶか」、
「何ができるようになるか」について校
内研修などで共有する。

○個に応じた指導を行い、基礎的・基本的な知識・技能を身に付けさせ、主
体的に学習する力を伸ばすための指導の実践。
○話合い活動を充実させ、自分の考えについて、根拠を明らかにしながら表
現できる児童の育成。

・豊かな語彙を獲得しながら聞かれて
いることを正しくとらえ、自分の意見や
考えを表現することができる。

◎思考・判断・表現の中で知識・技能
が更新されることを実感できる。

・自信を持って行動させるために、質問
や発問、表現すべきことを視覚化させ
る。（低学年）
・自力解決の場と対話による協働的な
学びの場を意識した授業の流れをつく
る。（中学年）
・思考ツールを用いて自分の考えを整
理する場を設ける。また、ホワイトボー
ドやICTを活用した発表・話合い活動の
充実を図る。（高学年）

・（低学年）タブレットを活用し､いつでも
どこでも気軽にメモができる環境を作っ
たことによって､メモをする習慣が付き､
自信を持って､自分を表現することがで
きるようになった。
・（中学年）複式をいかした対話や協働
的な学びを設定することができた。
・（高学年）児童が進んで、それぞれの
学習活動や自己の学びの段階に合っ
た思考ツールを選び、活用する場面が
増えた。

次年度における改善事項

管理職による授業参観や教員からの報告等、様々な機会を捉え、取組状況の把握を行う。

・根拠に基づいて自分の意見を論理的
に話したり、書いたりする活動を授業
の中で意図的に行う。

・学校行事や児童会活動で自己有用
感を育み、自他の思いや考えを伝え合
うことのよさを体感させる。

・一人一人の思考・判断・表現活動と話
し合いなどの対話による知識・技能の
習得が展開される授業改善に取り組
む。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

○積極的に自分の思いや考えを表現
することができる。

●相手が伝えたいことを理解し、自分
の意見や考えを整理して伝えることが
苦手な児童が多い。

次年度における改善事項

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○与えられた学習課題に素直に取り組
んでいる児童が多い。

●基礎的基本的な知識・技能は定着し
つつあるが、実生活での活用がまだま
だ不十分である。
●「何を学ぶか」に偏り、「何ができるよ
うになるか」、「どのように学ぶか」が明
確でないため、知識・技能の主体的な
習得になっていない。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

・一人一人が自身の学習課題を把握
し、基礎的基本的な知識・技能を確実
に身に付けることができる。

・基礎的基本的な知識・技能を実生活
での中でも活用できる。

・単元や学年全体や他教科等との関連
を意識しながら知識・技能を能動的に
習得する。

・「書くこと」を定着させるために、ノート
指導の充実と、書くことを厳選しタブ
レットを効果的に活用する。（低学年）
・板書やノートのルール化、デジタル教
科書などのデジタルツールとの連携な
ど教育環境のＵＤ化を充実する。（中学
年）
・全員が達成感を味わうことのできる問
題に取り組ませる。また、児童にとって
身近な題材から問題を提示したり、発
展問題につなげたりして実生活で活用
できることに気付かせる。（高学年）


